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非常事態宣言が震災直後に出されず、有事体制が敷かれなかったがために、より迅速かつ効率

的な対応が図れなかった点は、政府並びに全ての政治家が反省すべきである。今、政府が即刻な

すべきことは、随所に散らばり避難生活を続けている被災者と屋内待機を続けている住民に、一

刻も早く被災地から「集団疎開」して頂くことである。戦時下に似た緊急対応として、政府指揮

の下、各都道府県の協力を得て、当該疎開者が今のコミュニティーをある程度保ちながら、安全

で普通の日常生活を送れる地域に移動できるよう取り計らうことである。北海道は有力な候補地

になり得るかも知れない。 

多くの場所に分散した今の避難所生活をこれ以上続ければ、気温の上昇と共に衛生面の問題が

必ず生じてくる。何よりも人々の疲労は極限を超え、２次、３次の災害を誘発する。この事態を

回避することが切迫した課題と政府は認識すべきである。 

また、集団疎開により生まれる被災地でのメリットは大変大きい。すなわち、多くの避難所に

点在する避難者への現状での困難を極める生活物資補給活動からの解放と、集団疎開地への集約

化による救援活動の効率化の実現であり、さらには、被災地における本来の復旧活動へのより集

中した展開と気兼ねのない作業への取り組みをより促進させることである。集団疎開を直ちに実

行することが、復興をより安全に早める結果に繋がる。 


